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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.11.0） 6-50

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）燃料取替用水ピットの容量は，設計値として2,000m3を用いるものと
する。
（新）燃料取替用水ピットの水量は，設計値として1,700m3を用いるものと
する。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.11.0）

56

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.11.0）

6-52

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）ａ．炉心崩壊熱(5)
炉心崩壊熱としては，日本原子力学会の推奨値に基づく核分裂生成物の崩壊
熱にアクチニドの崩壊熱を考慮した曲線を使用する。
（新）ａ．炉心崩壊熱
炉心崩壊熱としては，日本原子力学会の推奨値に基づく核分裂生成物の崩壊
熱にアクチニドの崩壊熱を考慮した曲線(8)を使用する。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.11.0）

60

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.11.0） 6-59～67

第6.2.1表の記載を最新化しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.11.0）

67～71

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.11.0）

添6.1.1-28

脱字を修正しました。
（旧）大気圧(MPa[gage])
（新）大気圧(０MPa[gage])

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.11.0）

添6.1.1-28

同上

有効性評価 6 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本的考え方

1/1 1



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.13.0） 7.1.1-8

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.11.0） 11

同上

有効性評価 7.1.1 ２次冷却系からの除熱機能喪失

1/1 2



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.15.0） 7.1.2-12

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.12.0） 17

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.15.0） 7.1.2-13

下記の通り記載を適正化しました。（下線部参照）
(旧）蓄圧タンク保持圧力　／蓄圧タンク保有水量
(新）蓄圧タンクの保持圧力／蓄圧タンクの保有水量

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.12.0） 18

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.15.0）

7.1.2-14

下記の通り記載を適正化しました。（下線部参照）
(旧）交流電源は，RCPシールLOCAが発生する場合においては事象発生の60分
後，RCPシールLOCAが発生しない場合においては24時間使用できないものとし
て，事象発生の24時間後に代替非常用発電機によって供給を開始する。
(新）交流電源は，RCPシールLOCAが発生する場合においては事象発生の60分後
に代替非常用発電機によって供給を開始する。また，RCPシールLOCAが発生しな
い場合においては24時間使用できないものとし，事象発生の24時間後に代替非
常用発電機によって供給を開始する。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.12.0） 19

同上

7
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.15.0） 添7.1.2.8-4,5,7

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.12.0） 添7.1.2.8-4,5,7

同上

有効性評価 7.1.2 全交流動力電源喪失

1/1 3



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.12.0）

7.1.4-8

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.11.0） 12

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.12.0）

添7.1.4.7-4～6
添7.1.4.8-2

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.11.0）

添7.1.4.7-3～5
添7.1.4.8-2

同上

有効性評価 7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失

1/1 4



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.12.0） 7.1.6-7

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.11.0） 12

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.12.0） 7.1.6-34

以下の記載を見直しました。
(旧)重要事故シーケンスの重要現象である
(新)本重要事故シーケンスの重要現象である

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.11.0） 57

同上

有効性評価 7.1.6 ECCS注水機能喪失

1/1 5



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.12.0）

7.1.7-8

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.11.0）

11

同上

有効性評価 7.1.7 ECCS再循環機能喪失

1/1 6



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.15.0）

7.1.8-12,20,52
添7.1.8.7-1
添7.1.8.13-6

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）余熱除去系統入口隔離弁
（新）余熱除去系入口隔離弁

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.13.0）

17,28,74
添7.1.8.7-1
添7.1.8.13-6

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.15.0） 7.1.8-13,17

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.13.0） 19,24

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.15.0）

7.1.8-16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）ⅳ．以下に示す非常用炉心冷却設備停止条件が成立，又は原子炉トリッ
プ後１時間経過すれば，蓄圧タンクを隔離し，高圧注入から充てん注入に同時
に切り替えるものとし，４分の操作時間を考慮するものとする。
（新）ⅳ．以下に示す非常用炉心冷却設備停止条件が成立，又は原子炉トリッ
プ後１時間経過すれば，蓄圧タンクを隔離し，炉心注水を高圧注入から充てん
注入に同時に切り替えるものとして，４分の操作時間を考慮するものとする。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.13.0） 22

同上

有効性評価 7.1.8 格納容器バイパス

1/1 7



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.13.0） 7.2.1.1-13

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.12.0） 17

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.13.0） 7.2.1.1-14

下記の通り記載を適正化しました。（下線部参照）
(旧）蓄圧タンク保持圧力　／蓄圧タンク保有水量
(新）蓄圧タンクの保持圧力／蓄圧タンクの保有水量

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.12.0） 18

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.13.0） 7.2.1.1-14

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）「(4) 有効性評価の結果」
（新）「7.2.1.1.2(4) 有効性評価の結果」

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.12.0） 18

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.13.0）

添7.2.1.1.18-3
添7.2.1.1.19-3,7,11
添7.2.1.1.23-4,8

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.12.0）

添7.2.1.1.18-3
添7.2.1.1.19-3,6.9
添7.2.1.1.23-4,8

同上

有効性評価 7.2.1.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）

1/1 8



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.11.0）

7.2.1.2-14,45
添7.2.1.2.1-2
添7.2.1.2.10-7

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）約1.5m3/h
（新）約1.5m3/h（6.6gpm）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.10.0）

19,66
添7.2.1.2.1-1
添7.2.1.2.10-7

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.11.0） 7.2.1.2-15,16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）「(3) 有効性評価の結果」
（新）「7.2.1.2.2(3) 有効性評価の結果」

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.10.0） 19,21

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.11.0） 7.2.1.2-15

原子炉トリップ信号名に「」を追記しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.10.0） 19

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.11.0） 7.2.1.2-15

下記の通り記載を適正化しました。（下線部参照）
(旧）蓄圧タンク保持圧力　／蓄圧タンク保有水量
(新）蓄圧タンクの保持圧力／蓄圧タンクの保有水量

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.10.0） 20

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.11.0）

添7.2.1.2.2-14
添7.2.1.2.6-4,9
添7.2.1.2.10-9

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.10.0）

添7.2.1.2.2-13
添7.2.1.2.6-4,8
添7.2.1.2.10-9

同上

有効性評価 7.2.1.2 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.12.0）

添7.2.2.4-6

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）約1.5m3/h
（新）約1.5m3/h（6.6gpm）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.11.0）

添7.2.2.4-6

同上

有効性評価 7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.11.0）

7.2.3-2

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）溶融炉心から１次冷却材への伝熱によって水蒸気が発生することに伴
う急激な原子炉格納容器圧力の上昇
（新）溶融炉心から１次冷却材への伝熱によって水蒸気が発生することに伴
う急激な原子炉格納容器圧力の上昇（以下「圧力スパイク」という。）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.11.0）

2

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.11.0） 7.2.3-2

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）本評価では，溶融炉心から原子炉下部キャビティ水への伝熱による水
蒸気発生に伴う急激な原子炉格納容器圧力の上昇についてその影響を評価す
る。
（新）本評価では，圧力スパイクについてその影響を評価する。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.11.0）

2

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.11.0） 添7.2.3.1-4

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.11.0）

添7.2.3.1-3

同上

有効性評価 7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.12.0） 7.2.4-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）金属腐食等による水素発生量
（新）金属腐食による水素発生量

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.11.0） 18

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.12.0）

添7.2.4.9-4,5

原子炉格納容器の限界圧力・温度の記載を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.11.0） 添7.2.4.9-4

同上

有効性評価 7.2.4 水素燃焼
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.14.0）

添7.2.5.7-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）その場合過熱蒸気から飽和蒸気にするために必要な熱量QA
（新）その場合に露出した溶融炉心から飽和蒸気に与えられる熱量QA

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.12.0）

添7.2.5.7-3

同上

有効性評価 7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.12.0） 7.3.1-4,10,11,19,22,26

添7.3.1.1-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）NWL
（新）通常水位

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.12.0） 4,11,13,21,25,29

添7.3.1.1-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.12.0）

7.3.1-19

以下の記載を削除しました。
「【　】：重大事故等対処設備（設計基準拡張）」

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.12.0） 21

同上

有効性評価 7.3.1 想定事故１
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.12.0） 7.3.2-20,24

添7.3.2.2-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）NWL
（新）通常水位

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.12.0） 26,30

添7.3.2.2-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.12.0）

添7.3.2.4-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）評価条件と同様であることから、事象進展に影響はなく、運転員等操作
時間に与える影響はない。
（新）冷却系配管の破断によって想定される初期水位を最確条件とした場合、
評価条件で設定している水位より高くなるため、使用済燃料ピット水温の上昇
が緩やかになり、水位低下が遅くなるが、使用済燃料ピット水位を起点とする
運転員等操作はないことから、運転員等操作時間に与える影響はない。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.12.0） 添7.3.2.4-2

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.12.0）

添7.3.2.4-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）評価条件と同様であることから、事象進展に影響はなく、評価項目とな
るパラメータに与える影響はない。
（新）最確条件とした場合は，評価条件で設定している初期水位より高くなる
ため，使用済燃料ピット水温の上昇が緩やかになる。したがって，使用済燃料
ピット水位の低下が遅くなり，放射線の遮蔽が維持される最低水位に到達する
までの時間に対する余裕が大きくなることから，評価項目となるパラメータに
対する余裕は大きくなる。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.12.0） 添7.3.2.4-2

同上

有効性評価 7.3.2 想定事故２
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.11.0） 7.4.3-21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器圧力
（新）原子炉格納容器圧力※

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.10.0） 31

同上

有効性評価 7.4.3 原子炉冷却材の流出
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.8）

37条 付録1-別紙1-21～56

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）しーケンス
（新）シーケンス

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.11.0）

7

第３表内の④配管貫通部閉止フランジの判定基準の記載について，下線部の
通り適正化した。
旧：・管理圧縮量が必要圧縮量を上回る材質の耐放射線性能，耐熱性能が重
大事故時の原子炉格納容器内の条件を満足している。
新:・管理圧縮量が必要圧縮量を上回る。材質の耐放射線性能，耐熱性能が
重大事故時の原子炉格納容器内の条件を満足する。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.11.0）

10/51 同上

有効性評価 付録２ 原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.4.0）

3-182

解析コード名称を修正いたしました。
（旧）Ｍ－ＲＥＬＰＡ５
（新）M-RELAP5

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.4.0）

3.3-13

以下の通り表記を修正いたしました。
（旧）ｍ2

（新）ｍ2

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.4.0）

3.3-13

不要な改行を修正いたしました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.4.0） 3.3-52

グラフの内容が分かりやすくなるよう、以下のように記載を充実化いたしま
した。
（hd0（床面），hs0（壁面）：溶融プールが完全な液相の場合の対流熱伝達
係数）

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.4.0）

MCCI-66

同上

有効性評価 付録３ 重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析コードについて
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
補足説明資料（SAEH r.2.0） 補足3-7

補足4-4

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）余熱除去系統入口隔離弁
（新）余熱除去系入口隔離弁

2
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
補足説明資料 比較表（SAEH-9 r.1.0）

補足3-4
補足4-3

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
補足説明資料（SAEH r.2.0） 補足説明資料10

新規に女川の補足説明資料23に該当する資料を作成しました。

4
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
補足説明資料　比較表（SAEH-9 r.1.0） 補足説明資料10

同上

有効性評価 補足説明資料
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